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竹原市、竹原市観光協会、竹原高校、および株式会社 Plumeria は、広島県竹原市の地域

活性化と若者のシビックプライド醸成を目的に「TAKEHARA フロンティア プロジェク

トチーム」を結成しました。 

そして第一弾で、来年（2023 年）のうさぎ年に向けた「うさぎカレンダー」を竹原高校

の 2 年生が企画から制作まで一貫して行い、このたび完成致しました。 

クラウドファンディング Makuake（マクアケ）で制作費支援の募集を開始しており（募

集締切 11 月 29 日（火）18 時まで）、ご支援頂いた方には「うさぎカレンダー」を送付

させて頂きます。支援金の一部は、大久野島の自然とうさぎを守る活動や次回プロジェク

トの活動費に充てさせて頂きます。 

 

TAKEHARA フロンティアプロジェクト Makuake ホームページ 

「日本で有数の「うさぎの島」の魅力を、地元の高校生がカレンダー制作で発信します！」 

https://www.makuake.com/project/takehara-01/ 

 
 

● うさぎカレンダーへの想い 

だれもがどこへも動けず、旅行の中止・自粛、さらには外出さえままならなかったこの

２年間。 

私たちも、竹原市また大久野島を愛してくれるみなさまが気兼ねなく訪れることできる

場を提供できずにいました。 

https://www.makuake.com/project/takehara-01/


私たちにとって本当に大切にしてきた「心が安らぐ場所」だったからこそ、そして待っ

ていてくださるみなさまのお顔を思い浮かべると、とても大きくて切ない気持ちでした。 

そして、みなさまに逢えなかったこの長い自粛期間、たくさんの応援コメントをはじ

め、メールやメッセージをいただきました。 

「大久野島の環境」についても心配してくださる内容など、本当に本当にやさしくあた

たかいお気持ちをたくさんお寄せいただきました。 

でもそれと同時に、竹原市や大久野島への旅行をご褒美や励みにしながら、介護や看

病・闘病に通院、お仕事や育児に家事など！ 

たくさんの事情を抱えつつ、それぞれに一生懸命頑張っているみなさまのココロやカラ

ダの疲れが深く濃く滲んでいて 

「竹原市に行きたい！」 

「大久野島の自然やうさぎたちから元気を貰いたい！」 

と、竹原市の魅力や島の癒しを必要とされていることがひしひしと伝わってきました。 

 



 
 

そんな、今この時期だからこそ、みなさまが来れないなら、私たちが届けたい！！ 

大久野島が持つ生命力と深い癒しをお届けしたい！ 

そんな想いが、私たちの中でどんどん大きくなっていきました。 

私たちにできることは限られているけど、大久野島の「癒しをお届けしたい」という気

持ちにまっすぐ向きあいつつ、今まで「うさぎの癒し」をお届けしきれなかったたくさん

の想いを、みなさまからのご希望もたっぷり詰め込んで、竹原市・大久野島を存分に堪能

していただける「うさぎカレンダー」をお届けします！ 

 

● TAKEHARA フロンティア プロジェクトチームについて 

 コロナ禍で落ち込んだ地域経済を活性化することで「竹原市」や「大久野島」を盛り上

げたい思いから、竹原市＆竹原観光協会＆竹原高校で連携したプロジェクトを立ち上げる

ために結成されたプロジェクトチームです！ 

高校生の力を借りて竹原市を盛り上げるべく、竹原高校の魅力化発信活動をメインに今

年度は活動してきました。 

今年度の集大成として、準備を進めてきたのが「うさぎカレンダー」プロジェクトで

す！！ 

  



うさぎカレンダー（卓上型） イメージ 

 
 

「TAKEHARA フロンティアプロジェクトチーム」に関する問合せ先 

竹原市 総務企画部 産業振興課 商工観光振興係 担当 川田 

TEL: 0846-22-7745  FAX:0846-22-1113  

https://www.takeharakankou.jp/ 

E-mail: kankou@city.takehara.lg.jp 

 

  

https://www.takeharakankou.jp/


● 竹原市について 

 

 広島県竹原市は、江戸時代の町並みを残した「竹原町並み保存地区」に代表される、古

き良き風景を残したまちです。ドラマ・映画やアニメの聖地でもあり、「マッサン」「る

ろうに剣心」「たまゆら」など多くのロケ地に選ばれている場所です。毎年 10 月最終の

土曜・日曜には、「たけはら憧憬の路」で町並みが竹でライトアップされ、今年は 3 年振

りに 10 月 29 日・30 日の 2 日間実施されました。 

 しかし、竹原市の魅力はそれだけではありません。豊かな「食と農」が堪能でき、多島

美を満喫できる風景があり、温暖な気候に恵まれた魅力たっぷりの場所です。 

 「TAKEHARA フロンティアプロジェクトチーム」などを通じて竹原のさまざまな魅力

を発信し、竹原市にもっと興味を持っていただき、足を運んでいただき、竹原市に関わる

人々の増加に貢献できる活動を進めていきます。 

 

  



● 株式会社 Plumeria について 地方から世界へ ～ぬくもりある共創社会～ 

 

 「ソーシャルビジネス地域商社」として、地域課題に正面から取り組んでいく企業です。 

 地域のポテンシャルを発掘し、デジタル・マーケティング・マネジメントのノウハウを

最大限に活用しながら、地域の方々との共創により地域課題解決とビジネスを両立させ、

サステナブルなまちづくりに貢献します。 

 コンセプトに共感しあった仲間が集い、新しい社会のあり方の模索・構築に向きあって

いくため、以下の３つの事業を中心に広島県竹原市皮切りに展開していきます。 

 

● 株式会社 Plumeria 事業紹介 

 

１．地域産品発掘 EC＆デジタルコミュニティ setouchi-marche.com 

 

２．耕作放棄地再生＆農業体験型サービス開発 

 「地域の豊かな資源」である耕作放棄地を活用し、豊かな田畑の創出し、域内食料

自給率の向上、「半農半 X」など移住や関係人口創出のエンジンとして再生していき

ます。 

 そして、サステナブルな社会の実現に向けて、体験型サービスの開発などを通じて

農業の高付加価値化を実現し、都市と地方の最適バランスを作り上げていきます。 

 

３．ソーシャルプロジェクト 

 地方の再生に向けて社会課題を一つずつ解決すべく、さまざまなソーシャルプロジ

ェクトをさまざまな仲間と動かし、ソーシャルビジネスとボランティアの両面で地域

課題の解決に貢献していきます。 

 

【株式会社 Plumeria 会社概要】 

設立：2022 年 4 月 

本社：広島県竹原市下野町 3398-4 

資本金：300 万円 

代表者：代表取締役社長 藤崎大輔、代表取締役会長 山本照晃 

https://www.plumeria.asia/ 

お問合せメールはこちらへ：info@plumeria.asia 

https://www.plumeria.asia/
mailto:info@plumeria.asia

